
平成１３年度当初予算 基本事務事業目的評価表

［基本事務事業名］ 空の交通ネットワ－クの形成事業
［評価年月日］ 平成１２年１１月１４日
［主担当部課名］ 交通政策課
［記入課名・課長名］ 交通政策課長 西口 和夫

１ 総合計画の政策体系上の位置づけ
政策 ：交流基盤の整備 （Ⅴ－３）
施策 ：高速交通網の整備 （ １ ）
総合計画の目標項目 ：中部国際空港の建設推進、関西国際空港の整備推進
波及効果・副次的効果を及ぼすと考えられる施策 ：集客交流産業 の振興（ビジターズ・インダストリー）

２ 基本事務事業を巡る環境変化（過去、現状、将来）
国内外との交流の活発化に伴う航空旅客・貨物の増大を受け、平成８年には国の第７次空港整備
五箇年計画において、関西国際空港２期整備事業及び中部国際空港整備事業の推進が決定され、本
県は関西と中部の二つの国際空港を利活用できることとなった。
近年の景気低迷により落ち込んでいた航空需要も昨年から回復基調にあり、今後、地域の境、国
境を越えた交流・連携が拡大し、移動が広域化することにより、ますますの航空需要増大が見込ま
れる。

３ 基本事務事業の目的と成果
3-(1) 対象と意図（何をどういう状態にしたいのか）
［対象］航空機を利活用する人及び事業者
［意図］中部国際空港と関西国際空港（２期事業）の整備を促進し、また、これらの空港について

のアクセス環境を整備することによって本県の新しい空の交通ネットワ－クを構築し、航
空機を利活用しようとする人及び事業者に質の高い航空サ－ビスを提供する。

3-(2) 成果指標名・成果指標式（総合計画の目標項目には＊を付す）
成果指標：航空サ－ビスの充実、交流圏の拡大 指標式：航空サ－ビス充足度

＝基盤整備度×アクセス環境整備度
×フライト確保等ソフト充実度

代替成果指標：県民の出国率 指標式：県民の出国率
県民の出国者数

＝ × １００
県 の 人 口

②変更した場合の成果指標名・成果指標式

3-(3) 設定した成果指標に関する説明（指標動向に影響する要因、指標の有用性、設定の理由など）
航空サ－ビスの充足度は、空港基盤の整備度、アクセス環境の整備度、便数の確保等のソフト
の充実度により構成される。また、このような航空サ－ビスの提供により、本県民の出国数や渡
航先などの地理的な拡大と来訪外国人数及び出発地等の多様性が成果指標となるが、数値化して
表すことが困難であるため、景気動向等により影響を受けるものの正確な数値が把握できる県民
の出国率を代替成果指標とし、この伸びにより成果を測る。

3-(4) 結果（施策における2010年度の目標）
中部国際空港と関西国際空港を拠点とした国際交通ネットワ－クの形成

４ 基本事務事業の評価
4-(1) 前年度（H1１年度）における基本事務事業の結果評価
①前年度に行った内容と成果
事業主体である中部国際空港㈱が飛行場設置許可申請及び公有水面埋立免許出願を行ったが、免
許等の取得に必要な漁業補償の終了のため、事業者と三重県漁業者との調整に協力した。
新空港へのアクセス鉄道を整備する中部国際空港連絡鉄道㈱の設立に参画した。
新空港への海上アクセスを検討している４市とは連絡会議を開催するとともに、四日市及び津で
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の検討に参加した。
関西国際空港㈱は２期事業に係る飛行場設置許可及び公有水面埋立免許を取得し 現地着工した、 。

②前年度に残った課題
中部国際空港の現地着工に必要な漁業補償交渉の終了。
中部国際空港への本県からの海上アクセス・ル－トが未確定。

4-(2)本年度(1２年度)における基本事務事業の見込み評価
①本年度行っている内容と本年度終了時に見込まれる成果
中部国際空港の現地着工に必要な飛行場設置許可及び公有水面埋立免許取得の前提となる漁業補
償交渉を事業主体に協力して行い、６月に終了し、８月には現地着工しており、建設工事に一定の
進捗が見込まれる。
新空港への本県からの海上アクセス実現に向けて関係各市と協働して取り組む。

②本年度残ると思われる課題
中部国際空港への本県からの海上アクセスについて、民間事業者から航路開設等の意向表明が無
く、運航事業者の確保が必要である。
また、中部国際空港建設に伴う航空機騒音等の影響について、関係地域への情報提供等を引き続
き行っていく必要がある。

５ 基本事務事業の改革方向
中部国際空港と関西国際空港の整備は、順調に進捗することが見込まれるため、今後は、本県と
両空港とのアクセス手段の多様性と利便性の確保を図るべく、特に、中部国際空港への海上アクセ
スの事業化に向け、関係市と連携、協働して取り組む。

６ 成果指標値及びコスト等の推移

成果指標値 総合計画 予算額等 必要概算（千円）

目 標 実 績 目標数値 所要時間 コスト（時間） （千円）

前々年度 ３８２，４３６
(H１０年度) １１．５ １０．３ ７，５９４ ４１４，１８０

前年度 ４３９，９２９
(H1１年度) １２．２ １０．８ ７，４４３ ４７０，８１８

本年度 ５１７，１９０
(H1２年度) １２．９ ５，５５０ ５４０，４４５

本年度補正後 + +１５７，２６０ １５７，２６
(H1２年度) １２．９ ( ▲) － ０+ or

翌年度 ７１９，４９９
(H1３年度) １３．３ ５，５５０ ７４２，７５４

計画目標年次
(H 年度) １７．０
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基本事務事業名： ４4/

８ 基本事務事業を構成する事務事業の詳細
※ 新規事務事業には、事務事業名に（新）を付す

事務事業名 １３年度 予算額 １３年度 所要時間
（担当課） 成果指標名 事務事業の概要 予算額 前年度比 所要時間 前年度比

（千円） （±千円） （時間） （±時間）

中部国際空港費 中部国際空港の整備 事業主体である中部国際空港㈱へ出資及び無利子貸付を行 585,979 160,309
（進捗率） い空港整備を推進すると共に、国等への事業推進の要望活動

や空港・航空に関する調査研究などを行う関係団体に参画し
て事業主体を支援する。
空港本体と平行して整備されるアクセス鉄道の事業主体で
ある中部国際空港連絡鉄道㈱にも出資及び補助を行い空港の
利便性の向上を図る。
また、開港後の航空機騒音に対する県民の懸念に留意して
空港事業に対する理解を得ることや空港への海上アクセスの
検討を行っている県内４市との連携により、環境に優しく、
利便性の高い空港づくりを進める。 －5,370 40

関西国際空港費 関西国際空港の整備 事業主体である関西国際空港㈱へ出資及び無利子貸付を行 133,520 42,000
（進捗率） い２期整備事業を推進すると共に、国等への事業推進の要望 180 40

活動を行う関係団体に参画し事業主体を支援する。


